
“お母さんの話を聞かないでいると鬼がやってくるよ”“鬼は人間の子供が大好物で・・・”そんな内容の絵本をクラスで読むと、ちょっと怖そ
うに眉を寄せたり、真剣な表情で聞き入ったり、「そんな悪い子してないよ！」と口々に話したり。節分の話をすると、子供たちは何だかそわそわ
するようです。
「みんなも鬼になったら食べられないかもしれないね」と伝えると表情が和らいで、「鬼は外！でしょ！知ってる！」と急に元気になったきりん
組さん。「鬼に負けないぞ」「優しい鬼なんだ」とそれぞれ個性あふれる鬼のお面が出来上がりました。
「みんなの心の中にはどんな鬼がいるの？」と聞くと、“ブラック鬼、怒りんぼ鬼、泣き虫鬼、好き嫌い鬼”など最初は何だか悪そうな鬼ばかり
が出てきました。次に“かっこいい鬼、かわいい鬼”、最後には“みんな好き鬼”が出てきて驚きました。「素敵な鬼は心の中に残しておこう♪」
と節分が少し楽しみになった子供たちでした。２月２日（火）には、各クラスで節分に親しみたいと思います。 きりん組担任

鬼って怖いの？


